
 

 

文部科学省 令和３年度 大学における医療人養成の在り方に関する調査研究 

薬学教育モデル・コア・カリキュラム改訂に向けた基本方針（提案） 

 

１.   大きく変貌する社会で活躍できる薬剤師を想定した教育内容の検討 

 少子高齢社会、高騰する医療費、医療制度変革、高度医療技術の急速な進歩、

IT技術の浸透などのもと、地域包括ケアシステムの一員として、緊急医療事態

を含めて公衆衛生の向上と増進に寄与し、多職種連携を深め、対物業務の効率

化と対人業務の充実を果たすべき薬剤師の役割や業務内容は大きく変化してい

る。このように大きく変貌する社会において、医療人として安全で質の高い医

療を提供できる薬剤師を育成するための６年制薬学教育の内容を検討する。 

２.  生涯にわたって目標とする「薬剤師としての基本的資質・能力」を提示

した新たなモデル・コア・カリキュラムの展開 

 現行のモデル・コア・カリキュラムでは、６年卒業時に必要とされる「薬剤

師としての基本的資質」を掲げた学習成果基盤型教育と GIO・SBOs*を提示し

たプロセス基盤型教育の構成が混在している。これを改め、生涯にわたって目

標とする「薬剤師としての基本的資質・能力」を掲げた学習成果基盤型教育の

新展開を行う。 

３.   各大学の責任あるカリキュラム運用のための自由度の向上 

現行のモデル・コアカリキュラムでは、学習すべき事項が SBOs として細部

にわたって記載されており、各大学はそれらを網羅するのに時間を費やされて

大学独自の内容をカリキュラムに取り入れる余裕がない。詳細な SBOs を廃し

て学習すべき内容をコアとし、各大学の理念やディプロマポリシーに基づき責

任を持った教育が可能となるように大学のカリキュラム作成における自由度を

高める。 

４． 課題の発見と解決を科学的に探究する人材育成の視点 

大きく変貌する社会において、医療のさらなる発展に資するために、課題の

発見と解決を科学的に探究する人材の育成に向かうモデル・コア・カリキュラ

ムとする。 

５.  医学・歯学教育のモデル・コア・カリキュラムとの一部共通化 

多職種連携の推進の観点から、医学・歯学・薬学の教育のモデル・コア・カ

リキュラムの改訂を機に、共通化を図るべき内容について検討し整合性を図る。 

 
* 現在の薬学教育モデル・コアカリキュラムでは、「基本的な資質」を身に付けるための一般目標
（GIO：General Instructional Objective）（学生が学修することによって得る成果）を設定し、GIO を
達成するための到達目標（SBOs：Specific Behavioral Objectives）（学生がGIOに到達するために、
身に付けておくべき個々の実践的能力）を明示している。 

参考資料４ 
薬学教育モデル・コア・カリキュラム 

改訂に関する専門研究委員会 

(第２回)Ｒ４.３.７ 

薬学系人材養成の在り方に関する検討会 
（第２回）Ｒ３.１２.２４ 資料６－１ 


